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　 新 医 師 臨 床 研 修 制 度 で は、 臨 床 病 理 解



















報告書 施行日 症例No 臨床診断 担当研修医 指導病理医
No. 1 第 1 回 11月 2 日 740 肺炎、胸膜炎 大森、梶原 藤澤
No. 2 第 2 回 11月30日 739 肺炎、肝梗塞 柏原、藤澤 内野
No. 3 第 3 回 12月21日 744 大腸がん 城田、土田 藤澤
No. 4 第 4 回 1 月16日 747 膵がん 高田、西脇 内野
第 5 回 2 月 1 日 737 転移性肺がん 柏原、武知 藤澤

























































































WBC 7600 /μ l TP   4.7 g/dl Ca    9 mg/dl 尿蛋白 (-)
Eos   0.6 % Alb   2.4 g/dl Glu   88 mg/dl 尿潜血反応 (-)
Eos   0.5 % T-Bil   2.9 IU/l CRP 6.87 mg/dl ケトン体 (+)
NE  82.2 % GOT   66 IU/l BNH3   67μg/dl エステラーゼ (-)
Lym  13.2 % GPT   35 IU/l プロカルシトニン 0.72 NG/ML 亜硝酸塩 (-)
Mon   3.5 % ALP  282 IU/l B-Dグルカン 55.4 pg/ml 肺炎球菌莢膜抗原 (-)
RBC   458万 /μ l LDH  735 IU/l エンドトキシン <3.5 レジオネラ抗原 (-)
Hb  14.7 g/dl LAP      IU/l トロポニンT  0.1 Ng/ml
PLT   3.9万 /μ l ChE   68 IU/l 動脈血ガス
PT(INR)  1.16 γ -GTP   23 IU/l 免疫 pH 7.494 mg/dl
PT%    86 % UN 36.1 mg/dl クリプトコッカス抗原 陰性 PCO2  24.6 mmHg
APTT  41.7秒 CRTN 1.18 mg/dl カンジダ抗原   <2 PO2  86.8 mmHg
D-dimer  2.04μg/ml Na  122 mEq/l アスペルギルス抗原 0.2(-) HCO3  22.2 mmol/l
Cl   90 mEq/l BE(vt)  -2.8 mmol/l
K   4.1 mEq/l AnGap  10.6 mmol/l





















































KL-6 685 U/ml Hサブユニット 75 %
T-Bil  2.4 mg/dl Mサブユニット 25 %
D-Bil  1.5 mg/dl LD1/LD2 0.9 　
LD3/LD1 0.35   　
LDH-iso LD5/LD4 0.8 　
LDH-1 37 %
LDH-2 41 % 免疫
LDH-3 13 % オウム病抗体 (CF) 　  4倍
LDH-4  5 % マイコプラズマP(CF) 　  4倍
LDH-5  4 % CニューモニエG 0.44(-) 　
総活性値 759 IU/l CニューモニエA 2.72(+) 　
LDH-1定量 281 IU/l クオンティフェロン 陰性
LDH-2定量 311 IU/l CMV抗原
LDH-3定量  99 IU/l (C10,C11) 陽性1/15万
LDH-4定量  38 IU/l



































































































































































と心臓の相関 . 肝臓53: 316-323, 2012
2） 山口将平ほか : 門脈圧亢進症の血行動態と

























入院時身体所見 :体温　38.3℃　脈拍　106 bpm 
血圧　121/83 mmHg 　SpO2 96％ （room air）
   口腔内　 舌・頬粘膜・歯肉に多数のアフタ　
広範なびらんあり　頬粘膜に発赤あ
り（図 1 ）




WBC 4900 /μ l TP 7.0 g/dl EBV VCAIgG 結果なし
RBC 397万 /μ l T-Bil 0.3 IU/l 　　 VCAIgM 10未満
PLT 15.0万 /μ l AST 56 IU/l VZVIgG 37.9（＋）
Ba 0 ％ ALT 20 mg/dl 　　IgM 0.36（＋）
Eo 0 ％ ALP 345 IU/l HSVIgG 6.2（＋）
Sta 24 ％ LDH 345 IU/l 　　IgM 0.74（＋）
Seg 44 ％ γGTP 165 IU/l 麻疹 IgG 103（＋）
Lym 18 ％ UN 9.0 mg/dl 　　 IgM 0.87（＋）
A-Lym 1 ％ CRTN 0.49 mg/dl
Na 137 mEq/dl

































喀 痰 培 養 か ら MRSA・Pseudomonas aeruginosa
が検出されたが、貪食像は認めなかった。第 8
病日より呼吸状態の急激な悪化を認めたため第
9 病日内科紹介受診となった。第 9 病日までの






3 -1， 3 - 2 ）この検査結果より、第 9 病日よ




2 をPZFX 500mg× 2 に変更した。第20病日に
は喀痰培養よりグラム陽性球菌貪食像を認め、




・IgG  2367 mg/dl
・RF 521 U/ml 
・C 3  40 mg/dl　C 4  9  mg/dl　CH50 14 U/ml
また第24病日には抗核抗体640倍、MPO-ANCA 
10U/ml未満、PR- 3 ANCA 10U/ml未満が判明し
た。 
図 2 - 1
図 2 - 2
図 3 - 1



























図 6 - 1
図 6 - 2
図 4 - 1

























も動脈炎が認められた。（図 7 -1，7- 2 ）また、
左腎、脾臓、リンパ節では静脈炎が認められた。
















図 7 - 4
静脈炎
胸腔リンパ節
図 7 - 3
静脈炎
左腎
図 7 - 2
動脈炎
卵巣 子宮













































ス .　日本臨床 別冊 免疫症候群（上） ：491-
493, 2001





4 ）D Massasso et al ：Ovarian vasculitis in an adult 




エリテマトーデスの 1 例 .　日内会誌101：
3229-3232,2012
6 ）横山勝利 ほか：Phenytoinによる薬剤性SLE
が考えられた1例 . 精神誌 111：1446,2009
7 ）田崎茂　ほか ：精神神経症状で初発した























Key words： lymphangitic carcinomatosis、Diffusely 
infiltrating carcinoma of the colon
はじめに
























　2012年 1 月 5 日腋窩リンパ節生検施行。同
日帰宅後から労作時呼吸困難が出現したため






身長 146.5cm　体重 55kg、体温 37.2℃、脈拍 








Bas 1％ Eos 0％
Sta 5％ Seg 86％








































Hb定性（+） TSH 7.18 μIU/ml
Hb定量 1200.0 FT3 1.6 pg/ml
 FT4 0.89 ng/dl
＜感染症＞ AFP 1.0 ng/ml
HBsAg陰性 CEA 7.6 ng/ml
HCV陰性 CA19-9 101.4U/ml
 BNP 105.6 pg/ml










































　2013年 1 月 6 日入院後、原発不明だが癌の
多発転移、癌性リンパ管症の疑いと症状説明
し、DNRの方針となった。furosemide 20mg/日






した。 1 月12日 呼吸困難、頻呼吸、喘鳴著明、
胸部レントゲン上胸水が増加した。急速に呼吸
状態が悪化し、 1 月13日死亡した。
　同日、 1 月 5 日に施行した腋窩リンパ節






























































































































































































1 ） 二村聡ほか： 4 型大腸癌の病理学的特徴 .胃
と腸　37：137-151,2002
2 ） 清水哲男：癌性リンパ管症による呼吸困難
で発症した大腸癌の 1 例 .日本胸部臨床　
69：448-452,2010














































生活歴：喫煙10本 /日（ 9 年間）、飲酒 1 L/日
/ 2 回 /週（10年間）













WBC: 7900 /μ l
RBC: 414×104 /μ l
Hgb: 13.2 g/dl
Hct: 38.9 %












































































































































































































































































2 ） C .  F o s t e r  e t  a l ： T h e  Wa s h i n g t o n 
Mannual of Medical Therapeutics 33rd 
edition,2010,669-671
3 ）Bergquist A et al：Hepatic and extrahepatic 
malignancies in primary sclerosing cholangitis．
Journal of Hepatology 36：321-327，2002
4 ）清水孝洋ほか：【消化器癌の分子メカニズ
ムの研究の進歩】 消化器癌発生における炎
症の役割．日消誌108 : 1374-1382，2011 
5 ）柳澤隆昭：【小児の固形腫瘍 -診断・治療
の進歩 -】 網膜芽細胞腫．小児科 52： 941-
949，2011
